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歴史の道
過去を感じられ る道とし、道沿いの駐車場には瓦屋根の
塀をつくり、道沿いの建物 は日本らしい建物としていく
ことで城と養浩館庭園をつなぐ歴史の道を形成していく。

お泉水通り

■環状線は、単線、反時計回りの一方通行とする
■１周８分で結ぶ。下り列車のみ環状線に直通するほか、
環状運転のみを行う列車も走らせる。運賃は環状線内は
商業施設との連携などで、無料ないしワンコインとする

駅前遊歩道
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■桜が素晴らしい景観を維持

■　福井城
■　菜園
■　( 風致地区 )

小道囲地過去 未知
■　LRT

城周り遊歩道

北門遊歩道

歴史的景観地区

□　福井鉄道延伸区間
□　停留所

■　遊歩道
■　風致地区

□　駅前
□　城周り
□　北門
□　図書館

■　通りの景観
■　駐車場
■　駐車場跡地

□　フェニックス通り
□　さくら通り
□　お泉水通り
□　中央大通り

菜園

駐車場

緑地 ( 現駐車場）

市役所前駅

 （新駅）

 （新駅）

■イチョウを植え、秋をテーマにした通りに
■これに合わせてアーケードを再構築

城回りを歩行者専用道として整備
■城側の柵をガラスにし、美術作品のように城を望む

■城の北門から LRT の駅、郷土資料館に行く道を
歩行者専用道として整備
▶過去へのアプローチ

福井駅【今】と福井城【過去】を繋ぐ遊歩道を新設
■並木の小道
■城への期待
■歩行者専用空間への入口

■ホームを島式化し、環状線との乗り継ぎ改善

 LRT
■福井鉄道を福井駅前から市役所前まで
城を囲うように延ばし、停留所も新設
▶歩行者が歩きやすい街へ。
▶囲みの地の生成

■堀の内部にあるスペースを活用
■小学校が近接することを活かした農業体験
▶地域密着型の確立

休憩所

■駐車場を緑地スペースに
■停留所付近では広場として活用
■出店なども設ける
▶人が集まる場へ

■景観地区へのアクセス
■駐車場とのアクセス
▶郊外から車で来る人が
LRT を利用できるようにする

■城入口の休憩所として茶屋を設ける
■城を望む

■建物をセットバックして新設
■歴史へのアクセス
▶足羽山、三国へ、歴史（過去）
をつなぐ鉄道へ

■天守閣、本丸御殿の復元
■天守閣から周辺を一望でき、福井市の
シンボルとしても機能
▶福井市の象徴として機能

■エリア一帯を塀で囲み、城下町の風景を演出
■現駐車場に図書館を新設、他は庭園など魅力ある空間に
■歩道を新設、建物を歩道側に向ける
▶歴史と公共空間の融合
▶囲みと過去の空間へ

■水をテーマとした名にふさわしい通りに
■お泉水庭園の芝原上水を引き入れ、水路を作成
■水のモニュメントの設置。
■水はお泉水通りを一周し、再び芝原上水へ

LRT 環状線

■散在する駐車場 ( 主に大通りに面するもの ) を集約
■現存の立体駐車場の北に新設
■現存のも合わせて地上２階地下２階に、屋上には庭園設置
▶風致地区に配慮
▶大通りに面した LRT の走行妨害を防ぐ

■ケヤキを植え、生命力をテーマとした通りに
■ケヤキを冬季はイルミネーションに利用
▶再び輝きを取り戻し、その名の通り「蘇り」の通りに


